（２）　昭和３８年の試掘（個人）

　羽合町橋津出身で大阪市在住の尾崎正治は、次第にさびれてゆく橋津の振興発展を願い、羽合海岸のお台場附近を中心にした開発を志し、温泉を利用した総合的自然公園と、ドリームランドの観光施設を設置しようと企画した。しかしこの計画は、温泉利用という前提のなかで進められたため、昭和３８年２月県知事の許可を受けて温泉試掘に着手した。

　温泉試掘は同年４月８日橋津海岸橋の西詰で起工式を行い、以来５年間にわたって２本の試掘を行った。１本は羽合町大字久留字大縄２９２地先で、深さ３００ｍを掘り、あと１本は大字長瀬六ノ千石２０４３ノ６の地点で４９６ｍという大規模な試掘が行われた。その結果、六ノ千石でボーリングしたものが毎分８３.３ℓ、温度２２.５度という期待に反したものであった。

　尾崎正治は、折角巨費を投じて得たこの源泉を利用し、当初から予定していた「羽合海岸観光総合施設」を建設したいと各方面に働きかけたが、たまたま鳥取県によって進められる「東郷羽合臨海公園」の計画が具体化されつつあり、その内容が、宇野から新川地区にまたがる海岸一帯を自然公園にしようという大構想であり、またこの構想が尾崎正治の計画と同種のものであったため、尾崎はこの広域公園の実現に大きく期待して、その日のくるのを待ち望むこととなった。


　なお、温泉分析書に記入されている温泉（２２.５度）は、衛生研究所の調査日が４３年１月３０日の積雪の日であり、尾崎正治は大阪在住のため動力汲上げができず、溜湯で温度調査をしたため温度が低かったもので昭和４２年８月２５日に温泉増掘工事完了届に記載してある２６度が実際の温度であると尾崎正治は語っている。温泉分析書は次のとおりである。
[image: image1.jpg]HooHH

i

&

0]

@

)

%

#

%

H 4

T OBk

EI
e
=
A
sl
8

g +
AR B

B3 O $98

@ BERGRCEZONE (AR kgilEHT
7 =
P
TR,
D)
B X .a| s
setts | _ |
(NH) |
e 1650 oo st
Ay |
(Mg )
|
1118 | 0,000 118
0751 | 0.0266 ot o007 | 001
S e L
| | 0w ooss| oo
| w > =
vt (0128 oas| W E 1A 2| 0300002 | 0.00
KA A o
Coir)
mz | easz| wof g 27| 0| 100
| |
s

ERN W)

0.7028

[

LR < P

il
o

30





